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た が ， こ れ ら脂質を超音波に よ り乳化 して 反応液 に

添加 した と こ ろ ，
フ ォ ス フ ァ チ ジ 丿レ セ リン に よ り著

しい Na−K −ATPase の 活性化 が 起 こ り，Tritonなど

lCよ る 失活 も完全 に 回 復す る こ と が 認 め られた
。 更

に DiisopropyZfiuorophosphateに ょ 1）　Na−K −ATP

ase 、活性 が 完全 に 阻害 され る こ とよ り，
セ リ ン が こ

の 酵素の 活性中心 に 関与す る こ とが うかが われ，前

述 の 結果 と合 わ せ て ， フ ォ ス フ ァ チ ジ ル セ リ ソ が

Na−K −ATPase の 活性中心 に 重要な位 置 を 占 め る こ

と が考え られ る 。 また． 成牛 の 脳蛋白質の ミ ク ロ ソ

ーム 分画に つ い て も， ほ ぼ 同様の 結果 が 得 られ た 。

ミ トコ ン ド リア 内膜の 蛋白質

浅見行
一

（放射線医学総合研究所生物研究 部）

　 酸化的 リン 酸化の 機構 が ミ ト コ ソ ド リ ア の 膜 講造

と 密接 に 関係 した もの で あ る こ とは 良 く知 られて い

る。ミ トコ ン ド リ ア 膜を特徴 づ け て い る 蛋 白質 が 何

で あ るか知る こ と は ， こ れ らの 機溝 の 理 解 に 必要で

あ ろ う。今 回 は 膜成分 を 可 溶化 し ，
SDS 一ゲ ル 電気

泳動を用い て 蛋白質成分を分子 量 に従 っ て 分離 し，

主成分 に つ い て 知 ろ う と試 み た 。

　 ミ トコ ン ド リ ア 内膜を Sotヒ  asa ら （1969） の 方

法 に従 って分離し ， そ れ から亜 ミ トコ ン ド リ ア 粒子

を得て 内膜成分とした 。 こ れ を デ オ キ シ コ
ール 酸

・

コ
ー

ル 酸を用 い て 可溶化し ， SM 尿 素，0．1％ ラ ウ

リ ル 硫酸 ナ ト リウ 厶
，
O，1％ メ ル カ プ トエ タ ノ ール

に対して 透折 して 可溶化試料を得た。電気泳動 は 1e

％ ポ リ ア ク リル ア ミ ド，0．1％ ラ ウ リル 硫酸 ナ ト リ

ウ ム 中で 行 な い ， ア ミ ドブ ラ ッ クで 染色後 ， 濃度 計

に よ っ て 記録 し，標準試料 と比 較 し て 分 子 量 を 測定

した 。

　内膜成分 と し て主 な もの は分子星 61・v65xla ’

，

49〜55x10s
，
28〜31x103 の 三 成分 で あ る。第二 の

peak は主 として ATPase に 由来す る もの で ，亜 ミ

トコ ン ド リア 粒子を尿素処理 して ATPase を除去し

た後で 可溶化 した試料で は 第
一

と第三 の peak が 主

成分 と な る 。

　Green ら の 「構造蛋白質」分画 と 「チ トク ロ ム 」

分画を Beattie ら （1966） の 方法 に よ っ て 分離 し ，

可溶化して 比較す る と， 1
”
チ ト ク ロ ム 」分画 は 第

一，

第三 の peak を多 く含 むの に対し 厂構造蛋 白質」 に

第二 ， 第 三 の peak を多く含む 。

　以上 の 結果 か ら膜構造 の 保持 に 関係す る 分画 は第

三 の peak で あ る可能性が 示唆 され る。 こ の 分画は

膜蛋白質全体 の 10〜20％ を 占め る と思 われ る 。

食 用 蛙 （ウ シ蛙 ）変態と肝 PEP 　 ca 画 o 町 珂 n 跚 e

伊藤博 元
・
後藤 至 孝

・
長野　弘 ・宿谷良

一

　　　　　　　 （日本医科大学生化学教室）

　 通常カ エ ル 幼生 は，そ の 変 態 時 に は 食物 を 摂 取 し

な くな る。従 っ て そ の 時期 に は低分子物質か らの 糖

新生 が 盛 ん に行な わ れ て い る と 考え られ る。わ れわ

れ は，こ の こ と を 酵 素 レ ペ ル で 説明す る こ と が 可能

か 否 か を調 べ る た めに，糖新生系路 の key　enzyme

の
一

つ と言われ て い る phosphoenol　pyruvate　car −

boxykinase（PEPCK ，
E．　C．4．1．互，32）を選び，そ の

動態 を， 変態との 闘連に お い て 調 べ た 。自然変態で

は ，オ タ マ ジ ャ ク シ の 時 に 8m μ moles ！min ノ刎 gwet

しか なか っ た上 清の 活性が ，
L！Tr2 の 時 に は， 3

倍 の 24　m μ　motesrmintmg 　wet 　ICまで 増加 し た 。

核お よ び，ミ ト コ ン ド リア の こ の 酵素活性に は変化

が認 め られ な い か ら ， 変態期 に おけ る 活性 の 上 昇

は ， 上 清 の 酵素 に よ る こ と が わ か っ た。こ の 結果 か

ら，細肪内分布を計算す る と ， 幼生 で は 60％ の 活性

が上清分画に 見 られ る が，L／T ＝2 付近で は こ れが

8e％ に 上 昇す る e ミ ト コ ン ド リア 酵素は ，幼生で は，

全活性の 約 30％を 占め る が，成蛙で は，殆 ん ど 消去

す る。

　す な わち ， 幼生 で は ， ミ トコ ン ド リア と 上 清分画

に あ った PEPCK は ， 成蛙 で は 殆 ん ど が ， 上 清分画

に 限局す る こ とが わか る。他方， Trii（Xiothyrorine

誘導変態 （5 μ9 腹 腔 内注射）で は，投与彳乳 8 日 目

よ り活性値は 急激 に 上昇 し て，4　mu 　moles ！thini

mg 　wet か ら 20　mPt 　tnotes ！mintmg 　wet ．に な る e

こ の 投与群 の 細胞内分布 は 自然変態同様上 清分画 の

酵素 の 上 昇 が 明らかに な っ た 。
0、75％ NaC 】を注 射

し た対照群 も，活性の 軽度 上昇を見 た が ，それ は 10

mlt 　moles ！m 「

’
n ／mg 　wet ．程度 の わず か なもの で あ

っ た。こ れ は，おそ ら く飢餓 に 基 づ く．活性の 上 昇 と

思 わ れ ，こ の 対照群 の 細胞内分布を 見 る と ， や は り

上清の 酵素の わ ずか な 上 昇 が み られ た 。す な わち，

変態時 に，本酵 素活性が上 昇す る の は ， 細胞 上清分
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